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上吊り引き戸用アモールシステム
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下レールがないので段差もなくて床面すつきり



上吊り引き戸用アモールシステム
特許取得済 意匠登録済

Ⅲ

独自開発のアモールシステムは安定した引き戸の開閉ができます。

ヤ

下レーリレが無くても、しつかり引き戸を固定。
床に埋め込まれたガイドピンが引き戸のふれを抑え、滑らかな開閉

を実現します。

アモールシステムは床面からの高さが 3mm、 円7//で鋭角な角が

無いので、段差によるつまずきを防止できます。また、床と同じ

ように掃除機をかけてホコリを取る程度でお手入れ簡単です。

アモールシステムのガイドピンが左右に2mmづ つ調整でき、簡単

に引き戸とのセンター合わせができます。

厚さ12mmの 床材に納まる、高機能システム。

開閉に合わせて伸縮するオリジナル構造

アモールシステムは、磁気の力で格納されたガイ

トビンが引き戸側に伸びて固定する仕組みです。

標準使用される厚さ12mmの 床材にも適応し、

床材への簡単な加工たけで取付可能です。

ヽ床暖房設置の床面ては施工てきない場合があるのて

ご注意願います
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アモールシステムのしくみ

1引き戸がガイドビンの上を通過する時

ガイドヒンが引き戸を固定します
カイトビン受け

レール   (磁 石付)
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,ガ イドビンの上を通過後はピンが下がり床面に

格納されます。
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方イトピン本体

カイトビンケース

下穴

o24X12mm

ライフスタイルの

変化にあわせて

部屋を問仕切る
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ガイドピンの調整方法

床面に固定されたガイドビンケースからガイドピ

ン本体を抜き回転させてセット、ヒンの位置を

±2mm移 動てきます。
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0嬢 携断じてレルを瑚してください̀

0レ ルにネジ穴をあけてくたさい.
●個数はレールの長さに合わせて3個から4個あけてくたさい

0レールの両端のネシ穴はカイトとン受けから10mm～ 20mm離 した位置にあけてく

ださい (ガイドヒン受けからの距離を多くとるとガイドヒン受けが正しく固定されま

せん)

方イトヒン受け レール ガイトヒシ受け

10～ 20mn、 10～ 20mm

0ビ
ンの取り付け位置を決める

●外祥 からヒン位置までの寸法を出し

次に引き戸のセンターになるよう取り

付け場所を決めてくたさい

0取り付け位置に日カレて穴をあける
ロフローリング床面仕上げが木造の場合

●トリルの先から穴の深さの距難(12mm)に テーブなどを巻き 目に,を付けてください

0取 り付け位髄に リヽルを垂直にして穴をあけてくたさい

引き戸の底面にレールセットを取り付けるため

のお加工をしてください。
         14mどヽ

ガイドピン受けをレール両端にショイントして引き戸底面に取り付けます。

(引き戸に取り付け完了後 吊 り込んでください)

引き声

カイトヒン
資け

| |カ イトヒン
十1  受 け
レール

小ロテーフで中に約める
こともてきます

い
0レ ールの消にカイトヒン受けの宍起部をし,か り入れて較差やすき世]か無いように取

り付けてくたさい

01]助 トリルて取りヽる単合は カ イトヒン受けのネン穴やレールの間口にあったヒン

トを使い カ イトヒン受け&レ ールにⅢl侶を与えないようにこテiな くたさい

(レールの報り付けヒスはナヘ頭 3X20と お使いくたさい )
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●フローリンクが直貼の場合は 途中

まで掘り進め 残 りは丸のみなどで

削つてくたさい

田 ・掛
ヒンケースと‖阻するII穴いのコヨたれ雌=してく

●カイドビンが引き戸の厚みのセンターにくる

ように調整してはめ込んてください

中
●マイナストライバーを切欠部にはめ込んで

ガイドヒンを夕|してくたさい
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●本カタログの価格には 配 送黄 設 置調整費 工 事費などは含まれておりません。

●イと1京 テ サイン カラーなどは予告無く変更する場合がありますのでご了承くださし、

●無理な操作や 施 工不良 施 工後の周辺部材 (引き戸杵なつ のゆがみによる装置の破損や故障について 弊 社では一切の貫任を負いかねます‐

●印刷物と実物とは多少色が異なる場合があります.あらかしめご7示 ください.

●製品検査は万全を期していますが 万 一通常債用における単品不具合が発生しましたら卑社又はご購入先までご連絡をお願いします.

1 開閉繰り返し試験 (10万回 走 行可能距離の80%)

2砂 袋による耐衝翠性試験 (砂袋 15kg、振子角度45度 、回数3回)

3塩 水噴霧試験 (96時間)

4耐 摩耗試験 (開閉繰り返し10万 回)
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トライバーの先端6mm幅以下
のものをお使いくださt、

ご使用上及び

安全に対する
ご注意

ご使用者さまへの

説明事項

●走行方向以外の力がカロわるとガイドピンがヨき戸下のレールから外れる場合があ',ます.ご注意くださし、 (通常の走行方向に,き戸を戻せ|ま復元します)

●ガイドピン回りにヨミやほこりが酒まることがありますので 定 期的に掃除機で吸引することをおすすめします=

●床へのワックスlllけのR寺は カイドピン全体をマスキング(テープなどで覆い隠す)してくたさし、 (ガイドピンにワックスが付着すれば作動しなくなります)

●カイドピンが下がらなくなった場合は す き間から果物などが入った可能性があります。この場合はケースの切欠き:8にマイナストライバーをはめ込みガイトピラを

'十し 果 物を取り除いてくださtt i床にキスか付かiいように当て布をして取り外してくたまい |

●開開がスムーズでない場合は カイドピンを回転させて引き戸のセンターにピン顕部がくるよう調整し直してくださいt

●|き戸下宮1に設置したレールの両端にあるキャッチ部分には強力な磁石をイ費用しております.心 臓ベースメーカーをご使用している方はご注意くたさい!また

時計や電子機器類など磁気に影響を受けるものは近づけないてくださし、、故障の原因となる恐れがあ')ますⅢ

●装置及びレール内へのil・l滑剤 (グリス シリコン等)の 塗布 スプレーは システムが正常に作動しなくなるのです費用しないてくださいt
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